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十日町市・津南町の皆様

TEL (025)755-5325 E-mail : info@taishik.jp

お孡בきの挿、׀要望なו
お孡鯪にお聞かׇください！

FAX(025)755-5326 新潟県議会議員 小山大志 「今を欰きる人が、その人らしい欰き倯をⰋうできる爡会へ」を
。トーに2019年より県議会議員として活⹛حٌ

「タイシペーパー」は、小山大志の県政報告を、地域の皆さまへより分かりやすく、より身近に感じていただくた
めに、議会質問を中心に定期的にお知らせしている県政報告紙です。

　 皆 様におかれましては 日 頃より温かいご理 解とご支 援をいただき、心より感 謝 申し上
げます。
　さて、新 型コロナウイルス感 染 症が世 界 中に拡がり、３年という月 日が経 過しました。
医 療 提 供 体 制 を確 保しながらも、社 会 経 済 活 動 が維 持されるように基 盤 を確 立しなけ
れ ばなりません。一所懸命に取り組んでまいります。
　これまでを振り返ると、私 が主 に取り組んだことは 、新 潟 県の発 展 に寄 与するべく安
全で安 心 な地 域 社 会の構 築につながる重 要 な４つの条 例の策 定、飲 食 業や観 光 業 等の
コロナ禍で大きな打 撃を受 けていたり新たに挑 戦する事 業 者 へ の支 援 、新 潟 県に伝 統
工芸品の制度を新たに創り、その第一号に「十日町友禅」の認定、地域医療介護の連携、
医 師 確 保 の推 進 、ほ 場 整 備 の分 割 採 択 を取り入 れた早 期 採 択 の推 進 、農 業・林 業 従 事
者への担い手確保と支援、水力発電をはじめとする再生可能エネルギーの推進、道路や
鉄 道 等の公 共 交 通 政 策の提 案やインフラ整 備 推 進、県 立 高 校のより良い環 境 整 備 へ 向
けた提案、都市部と学びに格差のない義務教育をはじめとする教職員の適正配置と、多
岐にわたり尽力いたしました。
　これからも、十 日 町 市と津 南 町をはじめ、新 潟 県 発 展の一 翼を担う気 概をもって新 時
代を創造してまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   新潟県議会議員　小山大志
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蔃錬県知事と㉀工㔚⡤、鴋業、籪
笝業、建設業を➿邌する「蕯䩛経
㌀者の皆様」と䠐鋅交䳔を⪵。
䬐い䩛然⥂や、学校と耵業鎮箺を
通ׄた取穈等、知事に蕯䩛経㌀者
の皆様が䫴える䝢を湫䱸⠗え、
今後の佟瘻に欰かしていただくよう
に要望しました。

令和 4 年 10 月 � 日に、شٗ؝
犱でもあり、人侧制ꣲをして、県
佟報告会を⪵。これまでの取
り穈で䕎になった周⟝の報告
や、元ىス十日町の今井繟珷さ
を䬸いて、子肪てや➬事、欰
活のことなו、㥍性から実められ
る街בくりについて対锑しました。

猘が県佟で琎噰涸に「ⱄ欰可能エطルؘー」宏⸂涪ꨵに⸂を入
れて取り穈できたことから、+3 匌日本からの׀椚解・׀⼿⸂
の下、宏⸂涪ꨵ関⤘倵設である⥋慬䊛涪ꨵ所「崮屎⾱調整寑」
➰鵚のؙٔーン作䨌を行いながら、地域の皆様から橆㞮問題や
県の取り穈について椚解いただく機会を作りました。

十日町筨合公園（ライオンؤの啾）に、娄いても饥っても足に⮚しい加勞
をⱄⵃ欽した「ؐحثسحプ莧鄲」を行佟、十日町中学校、十日町ライオ
ンؙؤラـ、南部地区䮶莆会、넝校、地元ٔ؟イؙル⟰業の皆様が鸬䵿し
て整備できるようにه؟ートさׇていただきました。今後は県も関るよう
な事業を通ׄて、⨳䏿に籬がる麊⹛が出来るように、竰竲涸な佄䴂へ調整
していきます。

源佟㜠デ⠓ך⪵

橆㞮㉏겗װ《穈ך椚鍑⤛進

https://www.taishik. jp/　
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令和 4 年 12 月 24 日 	 㕼 ) にؽٖذの地上
岚にて、「議㜥꾾✉�ー田尶㹋入と大屎津ⴓ
宏ー」が佝僥。僇治儗➿、新潟県議会議㜥
のⱄ現ءーンにて、猘も出怴いたしました。
僇治儗➿からの県佟の娖〷を学び、治宏の
重要性をあらためて椚解いたしました。

⾨生橆㞮㨻㆞⠓、
新筨さ交通・災㹱対策暴ⴽ㨻㆞⠓խ➭㢳侧

所㾩㨻員会խ

活⹛の様子

匟⛒山庛屭街にて、匟⛒
山地域の皆様と䠐鋅交䳔
を行い、観光業や人口幾
㼰について铬題解寸へ䞔
報Ⱏ剣しました。

濼✲ה蕯䩛穗㌀罏籬ּ ⼧傈歕筨さⰕ㕦فحثسحؐך莧鄲ز٦ه؟ך
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知事に対して提周や要望含めて、問いただす！
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令和元年 4月～令和 4年 1月の間にて、
一般質問（計 7回、総数 154 案件）にて取り上げた主要項目、
各委員会・連合委員会にて、349 回の発言により取り上げた主要項目、
十日町市、津南町が関係する案件に対して、小山大志による提案や要望、
県対応や成果を一部掲載

教育関係

農林水産、農地関係

医療、福祉、介護関係

要望 提案

要望 提案

要望

私も会員である猟友会、漁業組合の皆様と有害鳥獣駆除に取り組みました。

津南中等教育学校の入学志願者予測と実績 津南中等教育学校の在り方提案書

要望 提案

●中山間地域等直接支払制度について、高齢
農家をサポートする体制作りをしっかりと進め
て、安心して協定に参加できるように提案。
→昨年度より開始された第５期対策では、

【複 数 集 落 による広 域 的 な体 制づくりの推 進 に
繋がる】

・高 齢 農 家でも安 心して取り組 めるよう遡 及 返
還の対象となる農用地の見直し

・集 落の前 向きな取 組を後 押しする加 算 措 置の
拡充

【集落の機能維持や活性化に繋がる】
・中山間地域の農地の保全が図られた
・地すべり等 の 災 害 防 止や水 源 かん養 など、多
面的機能の維持に大きな役割を果たした

・除 雪 支 援や棚 田を観 光 資 源として活 用した交
流活動が開始された。
●中山間地域の豪雪地帯など生産可能期間が
限られている地域において、儲かる農業へ向け
て水田をフル活用できる農地の在り方について
提案。（県では、園芸の推進を図るうえで、1品目
の販売額1億円産地への取り組みを実施中）
→ 十 日 町 市では 、「 ね ぎ」「か ぼちゃ」。津 南 町で
は「キャベツ」「にんじん」を販売額1億円産地へ
向けて取り組み中。今後は更に品目を拡大。
◎JA十日町では、ねぎの生産が増えていること
から、令 和 4 年９月 に 十 日 町 市 吉 田 地 区 にあっ
たコメの低 温 倉 庫を改 修し、新たな共 選 場を開
設。

●中山間地域の農業において、次の世代に引き
継いでいけるよう持続的な営農体制の整備を要
望
●豪雪地だからこそできるビジネスやアイデアを
バックアップして、雪国独自のブランド化を目指
して、国内外への販路開拓促進を要望
●国有林から長期・安定的に県産木材を供給で
きる民間企業との連携、仕組みづくりを構築する
ように要望
●農業法人の組織の企画、販売力の強化、経営
発展に向けた支援体制の構築を要望
●自然環境を生かした木育や教育を行い、地球
温暖化への環境対策の財源としての、森林環境
譲与税等を生かしていくように要望
●民間事業者と連携し、先進的技術を用いた県
産木材の利用拡大に向けた政策を要望
●農業水利施設を活用した再生可能エネルギー
である、小水力発電の積極的な活用の拡大を要
望

●野生鳥獣（クマ、イノシシ、ハクビシン、カラス
等）による農作物や人的被害が増加。市町村と
の連携や猟友会への支援を増強するように提
案
→ 令 和 元 年 度 は 1 6 件 、令 和２年 度 は 2 4 件 、令
和３年 度 は 2 件 、令 和４年 度 は 1 0 月 時 点で１件
と減 少！農 作 物 被 害 については 、被 害 金 額 が令
和 2 年 度 約 3 . 2 億 円 、令 和３年 度 約 2 . 5 億 円と、
約２割ほど減少へ！

●フェーン現象等の異常気象があっても、継続し
て営農ができるような、生産者への更なる支援拡
充を要望

●県立津南中等教育学校の在り方を提案
　→議員になる前から志願者減少は、課題と感
じていた分 野 。私の提 案と併 せて関 係 者のご尽
力により、改善へ繋がる。
入学志願者数：令和2年度46人→令和5年度95
人
◎ 中 等 教 育 学 校 の 制 度 に 関しては 、義 務 教 育
課 程 との 連 携 も必 要 。魚 沼 圏 域 で 県 立 高 校 が
次 世 代 にとってより良 い学 びの 場となるように
管 内 全ての高 校 を調 査 、分 析して調 整してまい
ります。
●小学校、中学校、中等教育校、高校と、幼少期
から成人に至るまでの教育環境について、県と
各市町村が連携して取り組むように提案

●子どもたちや保護者からの要望が多々あり、県
立学校の学習環境が向上されるように要望
→ 県 立 学 校 のトイレ整 備 やエアコン設 備 の 拡 充
が継続的に始まる。
１、「県 立 学 校 環 境 改 善 補 修 費」：トイレの洋 式 化
や自動水栓化・照明の人感センサー化。
R4：271,544 千円 R3：46,744 千円
２、「高 等 学 校 冷 房 整 備 費」：熱 中 症 対 策のた め、
エアコンを整備。
 R4：252,192 千円 R3：138,800 千円 
◎ 十 日 町 市 、津 南 町 の 全ての 県 立 学 校 において
整備に繋がっております。

●県立病院の看護師確保、増員を要望
→令和４年度から、看護師採用枠として新たに、看護師C枠が開設 。主に十日町市の県立病院（十日
町病院、松代病院）のいずれかに専ら勤務することが採用条件 。採用枠は10名程度 。現状では16名
の採用通知が出された。来年度以降も、看護師C枠の確保へ向けて要望、現在も鋭意取り組み中。
●医師確保・看護師確保等、市町村立病院（津南病院）への支援を要望
→新潟県と津南町で連携をして、若手総合診療医の待遇を大幅に引き上げ、地域で育成する日本初
のプログラムを開始！
●基礎自治体の首長と積極的に向き合い、地域住民が安心できるように精神医療提供体制の構築
を要望

（十日町・津南地域においては、平成26年度時点で精神病床数及び休床を含む847床が、令和元年
度では463床と大幅に減少より。）
●「保育士等・幼稚園教諭、介護・障害福祉職員」「介護保険対象外施設である養護老人ホームの職
員」皆様の賃上げを、市町村連携で実施を要望
●放課後デイサービスを提供する環境整備と更なる支援を要望

（県内の放課後等デイサービスの事業所数は 177 か所、５年前と比較して、事業所数、定員ともに
約 2.5 倍になっている現状より）
●保育士の報酬改善、育成環境の整備等、未来の子どもたちの為にも手厚い支援を要望
●どの場所に住んでも、「安心」と「安全」な出産と子育てができる周産期医療の確保を要望
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公共交通（道路、鉄道、航空、海運）生活インフラ関係

要望

提案

十日町橋

国道 117 号本町通り、消雪パイプ問題を県に報告。

中里地域の要望受け取り

万年橋要望の聞き取り

提案

●十日町溏隊㼔㷕吤にてサفライؤ闌䌌とし
て㷕生に闌鑧。⼔洽䖞事者のꅾ要䚍について伝
ִた。

➭ך

講和の様子

医師の皆様と対面及びオンライン会議の様子十日町看護専門学校の授業の様子

⼔洽、状爷、➜隊関係 要望

県道 49 号

新潟県議会議員 小山大志新潟県議会議員 小山大志

鑫稢כ、新潟県陽⠓のمーليー״آ、♧鎉♧〣のⰋ涪鎉ָ然钠תֹדすկ
新潟県陽⠓

出所元：トキエア

委員会での質疑の様子

●⼔䌌♶駈の鍑消へ向けて、大㷕⼔㷕鿇の地
域枠を㟓員するように頿彁の呎䬿を爙すと共に
提案。
→令和元年14名→令和5年70名と、�⦓に。（５
６名増）
医師不足の解消へ成果が出てきました！
●⼔洽䖞事者との定期会議にて、⼔洽状爷➜隊
連携について⼿議。

●国麣2��〾� 十日町堀の早期卹け剏ִを要望
（幅も狭く、建設後５０年以上が経過している現
状より）
→昭和25年以来、地元の要望を受けて初めて
小山が十日町橋の架け替えを一般質問で行う。
（昭和25年の新潟県議会2月定例会「紹介議員
：阿部隆治、北村基、島田久吉」「提出者：十日
町橋改築期成同盟会長　中山竜次」から請願「
第44号十日町橋工事促進について」以来）
→令和５年１月に、十日町橋に関する調査費の
予算計上へ前進！！
①航空写真図化
・現在、周辺の詳細な図面がないことから、航空
写真をもとに平面図を作成するものです。
・今後、設計を進めるに当たってのベースの図
面となる。
②道路概略設計
・新たなルートについて、概略の計画を作成する
ものです。
・計画の作成により、周辺建物への影響範囲が
把握可能に。

●万年堀の卹け剏ִを要望
→中里地域の皆様と、国道353改良、県道清津
公園線（万年橋架け替え）等の要望立ち合い。
→昭和27年以来、地元の要望を受けて初めて
小山が県道清津公園線の改良含めて、万年橋
の架け替えを一般質問及び委員会で行う！（中
条村出身の「岡田正平」知事の下、昭和２７年６
月定例会議会にて「第396号　万年橋の復旧に
関する請願」が提出されて以来）
→その後、令和４年２月と令和5年1月に、万年
橋に関する調査費の予算計上へ前進！！
①航空写真図化　　②道路概略設計

●国麣本町通り、消ꨒػイفの水ꆀが䓲く
ꨒが消ִにくい、消ִないと地域の倯から要
望あり。県への㜠デと早䚈な対応を要望
→新潟県から市街地３ヶ所の井戸更新対応。今
冬の降雪に対応することが出来ました。

●궢山简をはׄめとする、匌日本のローカ
ル简が、䐖止や幾⤑とならないように、県の琎
噰涸なꟼわりを要望
●地域菓瑞会社トؗエ،への琎噰涸な支援を
要望（トキエア就航は、新潟空港の活性化だけ
ではなく、十日町市や津南町含めて交流人口の
増加、観光立県を目指す本県にとって、大変重
要。停滞する本県の経済の起爆剤となりうるた
め）
→県より、11億6,000万円の融資へ。トキエア
に関しては、2023年6月以降に札幌丘珠（おか
だま)と1日2往復で就航する予定。23年10月以
降、仙台、中部国際、神戸に就航先を順次拡大
していき、24年以降はさらに2機を導入し、佐渡
や首都圏を結ぶ路線も計画しています。

●䊛銮のバイػスと県麣〾の❛䊴挿➰鵚の
❛通ꆀが多く⽬ꤹも넝いことから地⯋要望を
受けて、十日町陨察縭と十日町地域䮶莆㽷と私
で⼿議をし、鸞䏝䫇制倯岀を提案
★速度抑制効果のある区画線を整備すること
が出来ました。

く简等、㖈来简넝鸞化推進へ提案קくק●
●十日町市、津南町へも錁光の崧れを⡲るよう
に、菓瑞、嵲騟、ꉟ麣、麣騟笨を生かしたワ麇ル
ートを提案

5

CFGPSF

"GUFS



エネルギー関連

要望

視察の様子

7

産業支援

要望 提案

十日町友禅

条例制定

進捗

灰雨トンネルの視察

6

公共交通（道路、鉄道、航空、海運）生活インフラ関係

十日町地域整備部　事業費推移（R2 以降、補正予算一体）

●「議員提案条例」私からも条文の提案をしてまいりました。
・新潟県農林水産物のブランド化推進に関する条例
新潟県における農林水産業の持続的な発展を図り、地域経済の活性化はもとより、県民が誇りと
愛着を持つことのできる地域社会の実現に資することを目的とする。
・新潟県いじめ等の対策に関する条例
新 潟 県 等の責 務を明らかにするとともに、いじめ等の対 策を総 合 的かつ効 果 的に推 進するため
の基本的 な事項を定 めることにより、もって児童等が健やかに成長することのできる環境の整備
に資することを目的とする。 
・新潟県教育の日に関する条例
新 潟 県 教 育の日を定 めるとともに、県の責 務 並 びに学 校、家 庭 及 び地 域 住 民その他の関 係 者の
役割を定めることにより、県民が生涯にわたって学び、その学んだことを社会で生かすことができ
る教育環境の整備の推進を図り、もって持続可能な社会の実現に資することを目的とする。

●「小山大志の一般質問から生まれた条例」
・新潟県防災基本条例
県の責務並びに市町村、県民、事業者及び自主防災組織等の役割を明らかにすることにより、多
様 な主 体 が連 携して防 災に関する対 策を総 合 的かつ計 画 的に推 進し、もって安 全で安 心 な地 域
社会の実現に資することを目的とする。

●新潟県内には、歴史と風土に培われ、県民
生活の中で長年育み、受け継がれてきている
優れた伝統工芸品が数多くあります。このよう
な伝統工芸品産業が一層発展するべく要望
→県の指 定 制 度を令 和 4 年１月に創 設し、その
第１号として、「十 日 町 友 禅」が指 定 。十 日 町 産
地の認 知 度 向 上や、産 地 へ の来 訪 者 増 加 へ 繋
げていきます。
◎「世界錦鯉サミット」「新潟県文化祭２０２２」
など、様々なイベントで発 信 機 会をいただいて
おります。今 後 は 、今 年 に 新 潟 で開 催 される「
G 7 財 務 大 臣・中 央 銀 行 総 裁 会 議 」にて発 信す
る機会へも繋げて参ります。
●意欲ある人たちが起業にチャレンジしやす
い環境づくりに向けて、官民連携による起業・
創業サポート体制の構築を要望
→ 令 和 元 年より、起 業 希 望 者 等 を支 援するた
め、新 潟 県 内で「８か所のスタートアップ拠 点」
設置へ 。そこから、直近２年間で９０を超える起
業 家 が誕 生！十 日 町 市 にも「アスト/a sto」の1
拠点を設置。

●新型コロナウイルス感染症の影響により、各
種イベントの中止や延期、外出自粛など県内経
済に幅広い影響が出ていることから、県内各種
団体等が実施する消費喚起等の取組を支援する
事業を提案
→イベントに 係る経 費 を県 が 負 担する「 消 費 喚
起・需要拡大プロジェクト」応援事業として成立。
令和2年度、約4億円の事業費
→約8億円の経済効果。
令和3年度、約12億円の事業費
→約28億円の経済効果。
令和４年度、令和5年度も継続して実施へ！

●灰雨トンネル：事業者の皆様からの絶大なご
尽力により、順調に工事が進捗。早期開通へ向
けて24時間体制で尽力いただいております。当
初計画が少しでも早まるように調整していきま
す。
→ 工 事 の 視 察 をして、工 事 地 域 住 民 における、
融雪や井戸水等の影響確認、トンネルの開削状
況を確認 。また、ＩＣＴ環境を生かして、オンライ
ン現 場 確 認の状 況を確 認 。早 期に開 通するよう
に、注視していきます。

●十日町市、津南町の地域皆様から、公共イン
フラの要望を多くいただいております。着実に安
全安心な公共インフラ整備が出来るように、管
内の予算枠を確保し、少しでも多くカタチにな
るように尽力しております。
★ 令 和 元 年 は 台 風 1 9 号 もあり増 えております
が、令 和 2 年から令 和 4 年まで、当 初 予 算 が前 年
度よりマイナスに ならな いように 対 応すること
が出来ました。

●脱炭素社会に向けて、農業用水・既存ダム等に、水力発電の推進を要望
→既存ダム8か所で小水力発電の導入可能性の調査。5箇所の水力発電の設置へ！
●原子力発電、太陽光発電、バイオマス発電、火力発電、水力発電、地熱発電、風力発電等、発電所
の現状を視察した経験から、県民が安全安心な生活を守ることを第一義として、エネルギー政策の
推進を要望
●柏崎刈羽原子力発電所について、使用済核燃料が日本国内の発電所では一番多く保管されてい
る施設となるが、安全面からも使用済核燃料を長くとどめさせないことと、万が一の避難対応につ
いて市町村と連携強化を要望
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